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	製品名: スプライシング因子1（リン酸化Ser82）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、核内pre-mRNAスプライシング因子をコードしています。コードされているタンパク質は、U2補助因子（U2AF）の大サブユニットと共に、3'スプライス部位のイントロン分岐点配列を特異的に認識し、スプライソソーム構築の初期段階に必要です。また、核内pre-mRNAの保持と転写抑制にも関与しています。コードされているタンパク質は、N末端U2AFリガンドモチーフ、中央hnRNP Kホモロジーモチーフ、および分岐点配列内の重要な分岐部位アデノシンに結合するクエーキング2領域、亜鉛ナックルドメイン、およびC末端プロリンリッチドメインを含みます。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2016年10月]、代替産物：追加のアイソフォームが存在するようです、機能：ATP依存性スプライソソーム構築の第一段階に必要です。プレmRNAのイントロン分岐点配列（BPS）5'-UACUAAC-3'に結合します。転写抑制因子として作用する可能性があります。,PTM：Ser-20のリン酸化は、U2AF2の結合とスプライソソームの組み立てを阻害します。アイソフォーム6はSer-463がリン酸化されます。,類似性：BBP/SF1ファミリーに属します。,類似性：CCHC型ジンクフィンガーを1つ含みます。,類似性：KHドメインを1つ含みます。,サブユニット：U2AF2に結合します。U1 snRNAと相互作用します。EWSR1、FUS、およびTAF15に結合します。,組織特異性：肺、卵巣、副腎、結腸、腎臓、筋肉、膵臓、甲状腺、胎盤、脳、肝臓、心臓で検出されます。,
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	SF1（リン酸化Ser82）抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SF1（リン酸化Ser82）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SF1（リン酸化Ser82）抗体を用いた、アニソマイシン25ug/ml、30μg処理したHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	SH-SY5Y 293Tのp-スプライシング因子1（S82）抗体を用いたウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。

